
整備効果① 救急医療施設へのアクセス向上

・ 木場スマートICの開通によって、県央地区唯一の３次救急医療施設である長崎
医療センターへの来院の利便性が向上し、救急搬送、エムタック（医師同乗救急
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自動車）出動の迅速化
・ 木場PA・BSに設置されている救急搬送用の緊急退出路で、門扉開閉や一般車

との離合などにより発生している患者への肉体的負担が軽減

木場スマートIC
大村IC

木場スマートIC
長崎空港

大村市役所

長崎医療
センタ

長崎医療
センター

長崎医療センター

センター

木場スマートＩＣ周辺の航空写真

諫早IC

国道34号経由時より24分短縮 国道34号経由時より23分短縮

諫早市役所

（分） （分）

２４分
短縮

２３分
短縮

⼤村IC経由時より10分短縮 ⼤村IC経由時より7分短縮

緊急退出路

▲諫早ICから⻑崎医療センターへの所要時間 ▲東そのぎICから⻑崎医療センターへの所要時間
資料：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査（混雑時旅⾏速度）

緊急退出路
利⽤時より
２分短縮

緊急退出路
利⽤時より
３分短縮



整備効果② 大村市南部集客施設へのアクセス向上

・ 木場スマートICの開通により、県内外からの来場者が多い大村市南部の観光・
集客施設等へのアクセスが向上

ズ
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・ 多くのクルーズ船ツアーバスが訪れている大型免税店へのアクセス向上など、
木場スマートＩＣを活用した新たな観光ルートの形成を支援

・ 大村市南部地域からの高速利用の利便性が大きく向上

大村IC

木場スマートIC大型商業施設
（イオン大村ＳＣ，大型免税店、ヤマダ電機など）

木場スマートIC
イオン大村ショッピングセンター

公共施設
（シーハットおおむら、大村市役所、大村公園など）

公共施設

大村市役所

シーハットおおむら

（分） （分）
国道34号経由時より16分短縮
⼤村IC経由時より11分短縮

国道34号経由時より19分短縮
⼤村IC経由時より6分短縮

ボートレース大村
（Ｈ30.9～ナイターレース開催予定）

１６分
短縮

１９分
短縮

⼤村IC経由時より11分短縮 ⼤村IC経由時より6分短縮

▲諫早ICから⼤村市役所への所要時間 ▲東そのぎICから⼤村市役所への所要時間
資料：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査（混雑時旅⾏速度）



整備効果③ 災害時のリダンダンシー確保

・ 木場スマートICの開通によって、国道３４号等が通行不能となった場合でも、
県内外から防災拠点施設等への確実なアクセスが確保され、円滑な災害活動を

援
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支援
・ 広域災害拠点病院である長崎医療センターで実施しているＤＭＡＴ（災害医療

派遣チーム）の確実な災害派遣を支援

大村IC

木場スマートIC
活断層による地震発生
時の液状化の危険度が
極めて高いエリア

液状化による被害（イメージ）

大村市役所

シーハットおおむら 木場スマートIC

ＤＭＡＴ

ＤＭＡＴ

大村市役所

大規模避難施設
（シーハットおおむら：5,000人収容） 緊急自動車の通行状況（熊本地震）

長崎医療センター

熊本地震時における災害⽀援状況（全国各地から集結したＤＭＡＴ）

広域災害拠点病院
（長崎医療センター）



整備効果④ 交通混雑の緩和

・ 木場スマートＩＣの開通によって、大村市南部地域へのアクセスが向上し、一部の
交通が国道３４号からＥ３４ 長崎自動車道へ転換
直轄国道の 車線区間 九州第 位の交通量 ある国道 号（大村市与崎
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Ｈ４２推計交通量（木場スマートIC整備時）Ｈ４２推計交通量（木場スマートIC未整備時）

・ 直轄国道の２車線区間で九州第２位の交通量である国道３４号（大村市与崎～
諫早市本野）の交通分散

大村IC 大村IC

桜馬場

木場スマートIC
３４４百台/日
（-10百台/日）
混雑度：１．９９

５０６百台/日
（-3百台/日）

３５４百台/日
混雑度：２．０４

５０９百台/日
混雑度：１．３２

① ②
本野入口

与崎

２１６百台/日
（+11百台/日）
混雑度：０ ３２

（ 3百台/日）
混雑度：１．３１

２０５百台/日
混雑度：０．３０

混雑度

小船越
ト ネ 北

本野入口南

諫早IC 諫早IC

混雑度：０．３２

※混雑度は平成27年度全国道路・街路交通情勢調査より算定

：主要渋滞箇所

※交通量推計は実施計画書より抜粋

貝津町

貝津町西

トンネル北口

① ②

国道34号渋滞状況（岩松駅付近） 国道34号渋滞状況（鈴田峠付近）


